
  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催：国連訓練調査研究所(UNITAR)広島事務所・広島大学平和科学研究センター 

第 90 回公開セッション 

 

アフガニスタンの現状と今後の展望－日本の支援の役割 

 日本はこれまで長い間、アフガニスタンの紛争

解決と復興を様々な側面から支援して来ました。

今回の公開セッションでは、この度新たにアフガ

ニスタン・イスラム共和国駐箚特命全権大使   

に就任された鈴鹿光次大使をお招きし、アフガニ

スタンの復興に関わる現在の状況や将来について

お話いただきます。 

 また、国連ユニタール広島事務所が 2003 年より

実施してきたアフガニスタン奨学プログラムの今

年度の研修生もこの公開セッションを聴講しま

す。本プログラムは、アフガニスタンの政府高官

や研究者、そして現場の実践者らに対し、リーダ

ーシップ研修やマネジメント研修、専門家として

の能力開発研修を行っています。 



 
 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

プロフィール 

基調講演 

鈴鹿 光次 アフガニスタン・イスラム共和国駐箚特命全権大使 

 

 

川野 徳幸 広島大学平和科学研究センター長 

 

広島大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程修了（医学博士）。広島大学原爆放射線医

科学研究所助手・助教、広島大学平和科学研究センター准教授等を経て、2013 年 6 月

から広島大学平和科学研究センター教授。2017 年 4 月より現職。専門は原爆・被ばく

研究、平和学。 

 

隈元 


